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はじめに

立教大学理学部

横山和弘 (Kazuh i ro Yokoyama)

本講究録は 2006年 12月 18日{̃}21日に京都大学数理解析学研究所で開催された研

究集会 r(kmputer Algebra 一 De8響 gn of Algor ithms lmplementatlons and App“Gations」

の報告集である 本研究集会では 2件の特別招待講演と 37件の一般講演があった 内容
は 多岐に渡り活免な議諭がなされた 若手研究者 (大学院生を含む)の発表が前年に引続

き多くあったことは 研究分野の将来を考えるに 喜ばしいことであろう

今回 2名の外国人若手研究に特別招待講演をしていただいた Brovvn博士 (US Nava 1

AGadomy)には Quantifter EIimlnation(限量記号消去法)について解説していただき

Dahan博士 (JSPS外国人特別研窺員)には 遮立代数方程式の解法等で有効な Tr I angu l ar
Set(三角形式)の計算■解析について最新の成果を紹介していただいた

計#機代数は その正確さゆえ 数値計算との優劣を競うのではなく互いに補聞し合うこ

とで革新的な計算方法へと発隈する余地は大きい QEを利用した生動情報科学や制御工
学等への応用研究 パラメータを含む代数制約の解法への鍵となるパラメトリックイデア
ルのグレブナー・基塵研究 誤差を含む代数制約へ解法への応用が期待される数値数式融合
算法などの発表が孤館になされたが これらの努力がその突破ロになるのではと期待して
いる

今回も

る

例年に習い種々の理由により講究録の刊行が遅くなってしまったことをお詫びす
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